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水環境部 
  

水環境部の主な業務は、河川水（水生生物を含む）、湖沼水、事業場排出水、地下水及び水道水等に関する試験検査

並びに調査研究である。令和2年度に実施した試験検査等は 471検体、1,760項目であり、その内訳は表 1のとおりで

ある。 

 

1 公共用水域水質調査 

1.1 水生生物調査 

公共用水域常時監視の一環として、那珂川水系の環境基準点 1地点において水生生物調査を 5月及び 11月に行い、

委託分も含め全 17地点の調査結果をとりまとめた。水生生物の観点からは、那珂川水系の水域環境は概ね横ばいで推

移しているものと考えられた。 

参考までに、平均スコア値の経年変化を表 2に示す。 

1.2 渡良瀬川上流域水質調査 

栃木県、群馬県及び古河機械金属株式会社の 3者間で締結した公害防止協定に基づき、坑廃水処理水などの水質検

査を 4回延べ 56項目について実施した。全て協定の基準値に適合していた。 

1.3 酸性雨モニタリング（陸水）調査 

国内の酸性雨による中長期の影響を把握するため、環境省が実施する酸性雨モニタリング（陸水）調査を受託し、奥

日光刈込湖の水質等を調査した。 

年 4回、16検体、延べ 288項目の水質を調査するとともに、集水域の気象等に関する情報をとりまとめた。 

1.4 化学物質環境実態調査 

生産、使用及び廃棄により環境中に排出された化学物質が水中や川底の泥などにどの程度残留しているかを把握す

るため、環境省が実施する化学物質環境実態調査を受託し、宇都宮市内「田川」において 2物質（アニリン、ヘキサク

ロロエタン）の河川水中の濃度を分析した。 

 

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 行政試験検査等の実施状況（令和 2年度） 

 

 

 

 

 

 

表 2 那珂川水系の平均スコア値の経年変化 

H20
(2008)

H23
(2011)

H26
(2014)

H29
(2017)

R2
(2020)

7.6 7.7 7.5 7.5 7.6

調査年度

平均スコア値

検体数 項目数

　湖沼   (水質) 16 288

　河川   (水質) *1 4 32

  (水生生物) 2 2

101 197

120 503

　水道水源   (クリプトスポリジウム) 3 12

  (放射能) 16 16

209 710

471 1,760

*1 河川・水質（エコ調査・異常水質も含む）

*2 工場・事業所排水（渡良瀬上流含む）

*3 その他（所排水・精度管理・調査研究含む）

　地下水

　工場・事業所等排水 *2

　その他 *3

区　　　分

          合　 　計
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2 工場・事業場排水の水質検査等 

2.1 工場・事業場排出水の水質検査 

水質汚濁防止法及び栃木県生活環境等の保全に関する条例に基づき、環境森林事務所等が特定事業場の立入検査時

に採水した排出水 503項目について、水質検査を行った。 

2.2 地下水の水質検査 

地下水汚染の状況を把握するため 101検体について水質検査を行った。 

2.3 水道水質検査 

水道水源の水質を把握するため、栃木県クリプトスポリジウム調査実施要領に基づき、県内の水道水源 3 地点につ

いて、クリプトスポリジウム等 4項目の水質検査を 6月及び 7月に実施した。 

2.4 水道原水の放射能検査 

東日本大震災による放射能の影響を確認するため、水道原水の放射性セシウムの測定を 1 回/3 か月、4 検体、合計

16検体について実施し、全て不検出であった。 

 

3 精度管理 

3.1 試験検査精度管理調査（水質試験） 

栃木県試験検査精度管理委員会が主催する試験検査精度管理調査において水質試験部門を担当し、試料の調製・配

付と結果のとりまとめを実施した。合わせて、分析機関として本調査に参加し分析を行った。 

3.2 水質常時監視業務委託に係る精度管理調査 

県が委託により実施している公共用水域及び地下水の常時監視業務の試験精度を確保するため、3受託事業者に対し

精度管理調査及び立入調査を行った。いずれの事業者も試験精度に特に問題は認められなかった。 

 

4 普及啓発・技術援助 

4.1 奥日光清流清湖保全協議会事業 

4.1.1 湯ノ湖の沈水植物の植生調査 

 協議会等による奥日光水域の水環境保全対策の一環として、湯ノ湖に繁茂する「コカナダモ」の除去事業を実施

している。この事業を円滑に進めるため、湯ノ湖北側における沈水植物の生育状況及び植生調査を実施した。 

 

5 調査研究 

5.1 湖沼への地下水を介した流入フラックスの定量化に関する研究（第 1報） 

  湖沼水質の形成における地下水の重要度は増しているが、流入位置が水中であること、流入範囲が広範であるこ

と等から、その水質や量の正確な把握は難しい。 

今回は、湯ノ湖を対象に湧水(地下水)の流入位置を推定するためのデータを国立環境研究所との共同研究により収

集した。 

5.2 栃木県内の公共用水域水質測定結果の長期変動解析（河川編） 

気候変動が公共用水域の水質等に与える影響を把握すること等を目的とした解析調査の結果を環境省が2013年３月

に公表した。その結果では、水温変化に地域性がみられ、関東地域で夏季・冬季ともに水温上昇が確認された。しかし、

本県の状況の詳細は不明であった。そのため、県内河川について、国解析調査に基づき、気象データ及び水質測定結果

を整理し、気温、水温等について関係性を解析した。 

表 3 工場･事業場等排水の水質検査 

依頼機関 検体数 項目数 基準超過検体数 基準超過項目

県西環境森林事務所 28 173 2 T-N　T-P

県東　　　〃 46 216 1 BOD

県北　　　〃 17 48 0

県南　　　〃 15 41 1 Cr6+

小山環境管理事務所 14 25 0

計 120 503 4


